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第３８号                                                         (４月第４例会) 
 

事務局/相生市旭３－１－２３　相生商工会議所内
会報 委員長 井 出 進

　　Tel(0791)２３－０１４４  Fax(0791)２２－２２９０

写　真

２０２３～２０２４年度国際ロータリーのテーマ

世界に希望を生み出そう

国際ロータリー会長  　 ゴードン R. マッキナリー

例会日/毎週水曜日　１２：３０～１３：３０会 長 江 見 重 人
例会場/相生商工会議所　℡(0791)２２－１２３４

幹 事 平 田 雅 義

相生ペーロン祭 前夜祭花火大会 (ペーロン祭協賛会提供)

 
2024(R6)年 4 月 24 日 

会報委員 松田宇司 

◆５月のお祝い 
誕 生 日 半田会員  昭和 31年 5月 10日 
      下田会員  昭和 38年 5月 14日 
      髙谷会員  平成 2 年 5月  8日 
結婚記念日 石原会員   昭和 38年 5月 19日 
      兒島会員  昭和 41年 5月 29 日 
      今井会員  昭和 45年 5月 30日 
      宗行会員  昭和 46年 5月 27日 
      大西恒会員  昭和 57年 5月  2日 
      田口晴会員  昭和 58年 5月  7日 
            半田会員  平成  3年 5月  6日 

◆点  鐘（江見会長） 

◆ソ ン グ    “我等の生業”“歓迎の歌” 

◆来  賓 RI第 2680区西播第 2グループ 
ガバナー補佐 半田  齊 様 

◆ゲストスピーカー 
ポール・マイルズ・ジュニア 様 
コーディネーター 山崎るみ  様 

◆出席報告（大川例会運営委員長） 

会 員 数 出 席 数 
事    前 
メイクアップ 

出席免除 

２６ ２０ ３ ３ 

本日出席率 
事    後
メイクアップ 

4/10欠席数 4/10出席率 

１００％ １ ０ １００％ 

事前：松浦会員（家庭集会） 
富田会員（家庭集会） 
下田会員（Eクラブ） 

◆半田 齊ガバナー補佐ご挨拶 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは 

今日は 6 月 2 日に実施しますウクライナ支援 

チャリティバレエ公演のご協力と募金のお願いに

参りました。地区補助金を使っての西播第 2グル

ープ初のプロジェクトとなります。どうか宜しく

お願いいたします。 

今回の公演の演出をしていただく針山愛美 

（はりやまえみ）さんは、相生出身で「Awaji world 

ballet」を立ち上げ芸術監督を務めておられます。 

幼いころからピアノとバレエを習い、モスクワの

バレエ学校で学ぶため 15 歳から単身ロシアへ 

行き、キャリアをスタートさせてからは米国や 

プログラム５月８日（水） 

「 RLI(ロータリー・リーダーシップ研究会) 

              研修を終えて 」 

 （神谷会員） 

 

 

 

次週プログラム５月１５日（水） 

「 消防行政について 」 

相 生 消 防 署 
消防第 1課長 
消防指令長   湯 浅 純 次 様 

 （兒島会員） 

相生ロータリークラブ週報

２０２３～２０２４ 

例　 会　 記　 録
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ベルリンを拠点にヨーロッパ各地で踊り、スロバ

キアやクロアチアで振付指導をしておられました。

海外と日本を結び、懸け橋になることも使命だと

思って活動しておられます。 

淡路島でウクライナ支援のプロジェクトを立ち上

げ、ウクライナのバレエダンサーに手を差し伸べ

るのはまったく必然でしたと語っておられます。 

公演は無料ですが、会場で募金をおこない、地区

ロータリーを通じてウクライナ復興に協力したい

と考えています。 

 この公演が成功しますよう皆さまのご協力を 

どうか宜しくお願いいたします。 

◆会長の時間（江見会長） 

皆さんこんにちは。 

先週の家庭集会を臨海荘で行ったところ、岡田

研修委員長のもと多数のご参加をいただきありが

とうございました。冒頭 IMでの約 1,000枚の写真

の中から選りすぐり、スライド形式で披露があり

大変素晴らしかったです。親睦会では田口晴喜会

員から日本酒の差し入れもあり、美酒に酔いなが

ら話にも花が咲き大いに盛り上がり、楽しい会に

なったのではと思われました。 

 さて私事で恐縮ですが、この日曜日に我が社

の神様が祭ってある伏見稲荷神社へ管理職 10 人

と参詣してきました。当日は小雨の中、山頂まで

登り、神様（鷹一大明神）にお参りし奥の院にて

お祓いをしました。年頭初の会長の時間でお参り

する神社でおみくじを引くと大吉が続いていると

お話しましたが、よせばいいのにまた引いたとこ

ろ、またまた大吉でした。しかも勝負運あり。  

今週は古馬長距離の日本一を決める G1 天皇賞が

あります。結果は連休明けのこの席で報告します。 

 

◆幹事報告（平田幹事） 

〇回覧…姫路 RC、神戸垂水 RC週報 

    ロータリー誌 

〇次週の 5/1(水)は、休会になっております。 

◆ＳＡＡ（半田ＳＡＡ） 

ニコニコ箱 

半田 齊ガバナー補佐…ウクライナ支援チャリティ

バレエ公演のご協力と募金のお願いに参りま

した。どうかよろしくお願いいたします。 

江見会員…祝相生カントリー月例 Bクラブで優勝し、

念願の Aクラスへ昇格しました。 

平田会員…半田ガバナー補佐をお迎えして。ゲス

トスピーカー ポール・マイルズ・ジュニア、

コーディネーター 山崎るみ様、本日はどうぞ

よろしくお願いします。 

神谷会員…半田ガバナー補佐をお迎えして。ゲス

トスピーカーとしてポール・マイルズ・ジュ

ニア様をお迎えして。 

水本会員…ちょっと嬉しい事が続きまして、先週

初曾孫が生まれました。 

栗尾会員…家庭集会では岡田会員にお世話になり

ました。半田ガバナー補佐をお迎えして。 

大川会員…半田ガバナー補佐をお迎えして。ゲス

トスピーカー ポール・マイルズ・ジュニア

をお迎えして。 

石原会員…卓話にポール・マイルズ・ジュニアを

迎えて。 

大西賢会員…半田ガバナー補佐様、お疲れ様です。 

鳴瀬会員…半田ガバナー補佐、ゲストスピーカー

のポール・マイルズ・Ｊr 様、山崎るみ様を

お迎えして。 

岡田会員…半田ガバナー補佐をお迎えして。ポー

ル・マイルズ・ジュニア様をお迎えして。 

  家庭集会では沢山の皆様にお集まりいただき、

ありがとうございました。楽しかったです。 

渡辺会員…先日の家庭集会、臨海荘をご利用いた

だきありがとうございました。 

阿賀会員…ガバナー補佐をお迎えして。 

家庭集会での会費残金です。ニコニコ箱へ。 
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◆プログラム（大川例会運営委員長） 

「 フード生産の未来 」 

 

Paul W Miles, Jr. 

                ポール・マイルズ・ 

                     ジュニア様 

担当 石原会員 

日本の食糧安全体制の回復力はコロナ禍時厳し

い試練にさらされました。全国の皆様はその時に

痛感されたでしょう。家庭用の長期保存食料品の

品薄や欠品が相次いだ上、主幹食料原材料も輸入

危機に直面しました。ただし、コロナ禍の場合は

日本の主な貿易相手は日本への輸出を優先して 

頂き、更に日本国内に輸入管理職をエッセンシャル

ワーカーとして定義されましたので、日本は食料

危機を避けられました。次回は同様の運が続くか

どうかは未定であり、それに頼るのも非常にリスク

の高い政策でもあります。 

日本の自給率は世界的に見ても非常に低い状態

です。生産ベースでは 58％であるが、カロリー 

ベースで計算するとたった 37％に止まる状態です。

単純計算でも日本は 2/3の食料品を海外から輸入

しないと国民が食べられない状態です。海外から

の輸入一時停止でもなれば、日本人の生活基盤が

破壊する可能性が発生します。日本を取り巻く 

この状況は皆さまが思うよりかなり細い糸だけで

維持されている状態です。 

2021 年にスエズ運河の貨物船の座礁事故が発生

しました。たった１隻の貨物船が１ヶ所で座礁す

ることにより、全世界の物流用コンテナが不足し

世界の物流体制が低迷しました。更に、イエメン

紛争により、世界中の貨物船がスエズ運河を避けて

喜望峰を迂回して貨物を運んでいます。その結果

は以前より、海運時間が伸び世界中のコンテナが

少しずつ不足しています。世界中の企業が自分の

利益の最大化のみを優先する時代になっている 

ため、日本を含めて世界の人々が頼る物流制度の

回復力に投資せず、低コストでギリギで稼働され

ている物流制度に意図的にさせています。その 

結果、世界全体の物流制度は脆弱しています。  

上記の状況を持って、今後の日本はどうすれば 

いいかは非常に大きな課題であります。 

現在、農業技術は凄まじく進歩しています。  

弊社の水耕栽培技術を駆使して葉物野菜の生産を

既存の農業技術より同じ面積で 40 倍以上の生産量

を出荷することができます。2タンで年間に 88万株

のレタスを出荷することができます。平均重量は

160gですので、重量で言うと 1年間で 140トンの

レタスを出荷することができます。更に、通常の

農業の要水量の 1/20で栽培することができます。

その結果は、どこでも大量栽培が可能となります

ので、全国的にこの効率的な栽培を行う農園が 

稼働してきています。これはいわゆる「地産地消」

時代を可能としています。 

環境問題も人類の大きな課題となっています。

上記の地産地消農業の導入することにより農業の

CO2 排出量も大幅に削減することができます。 

農業の排出量の原因となっている配送業務が非常

に軽減され、近距離の配送のみとなるので CO2 

排出量が大幅に削減されます。更に、地元の雇用

を増加し、地元の食文化の維持に貢献することが

できます。 

食の安全は食料品の性質の安全を意味するだけ

ではなく、安全に安定的に人の手元に届くという

意味も含まれている。今後は先端の農業技術を 

日本の地元に導入し、日本の地産地消を実現する

ことが、今後の日本の食文化の発展にとって必須

条件であると言えるでしょう。 

 

 ◆点  鐘（江見会長)  

 


